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＜連絡事項＞
・コロナ蔓延により、10/6（木）まで土井Drの皮膚科診察は休診としています。
　よって皮膚科処置は9/9（金）～10/6（木）までの指示頂いています。
・コロナ対応として、北病棟からもスタッフをヘルプに出します。勤務変更がありますので、各自確認して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・太田　富夫様～本日、13：30～14：30銀行外出行い、通帳記帳しています。
　　　　　　　　使途不明の引き出しはなく、郵便局から24000円・みちのく銀行から14000円引き落とししています。
　　　　　　　　
・民部田　和哉様～ロッカーの鍵自己管理と、服薬の自己管理の要求有り。最近、他者にお菓子を盗られたり、苛々感から不穏時の頓服を内服する場面がある為、今月は自己管理せず感情コントロールでき、落ち着いてから実施していくことを説明する。自己要求が通らない事で暫く詰所前に立ち「薬の自己管理は･･･」と呟き続けているが、繰り返し説明に納得される。
・寺井　恵利子様～本日の診察時に服薬指導の指示あり。薬局　松田先生来棟し実施しています。
・三浦　綾子様～本日青山荘体験利用予定でしたが、院内のコロナ蔓延により体験利用延期となっています。
・下妻　康貴様～母親が来院し、相談があるとの事で対応する。

本人から母親に電話で、外出の許可が出ているから迎えに来いと脅す様な口調で数回あった為、本当に許可になっているのか聞きたくて来たとの事。コロナの状況や、外出泊時は病棟からも保護者へ連絡を入れる事を説明すると納得される。母親は、「やっぱり勝手に話してるんですね。いつもそうなんですよ。電話では脅す様な強い口調で、あれ持って来いこれ持って来いと指示して。」と話し、自分の体調不良や家族の間に入って大変だという話しもされる。昨日の診察でグループホーム入所の話がある事を伝えると、「それは進歩ですね。」と苦笑されている。
・会津　慮子様～娘様の勤め先　ファミリーマート城下1丁目店店長アラキ様という男性から病棟に電話あります。アラキ様は、慮子様が離婚届にサインする際に来院し立ち会った者ですと話される。

電話内容は①慮子様の退院支援を含めた対応は今後自分が行う為今の病状を知りたい

　　　　　　　　　　　　　②慮子様の息子が交通事故にあい自宅で寝たきりでいる

　　　　　　　　　　　　　③娘のしずかさんは母親の事は何も出来ない

　　　　　　　　　　　　　④離婚した夫は病院へ連絡しているのか。娘へは経済的的援助を一切していない

　　　　　　　　　　　　　⑤後見人制度利用についてが、緊急性がないため今は考えていない

⇒①については、個人情報に当たる為、主治医への確認が必要であり、即答できかねる為確認後連絡する事を伝える。

　　　　　　　　　　娘様も電話口に出て、アラキ様へ母親の情報提供をしても良いと話す。こちらからは、あくまでも保護者は娘様になっている為、今後アラキ様への情報提供の許可が出たとしても娘様へも連絡し一緒に進めて行く事を話し了解される。
　　　　　　　　　　主治医へも情報提供し、娘様と代理人の両方に連絡を取り個人情報を伝える事は可能と指示あり。

＜要注目患者様情報＞
・寺井　恵利子様～プログラムに参加し、自身のペースで行っています。幻聴があると話すが詳細は語らず。スタッフとの会話に幻聴が影響する事はない。
　
・小笠原　文人様～スタッフへの多弁さ・呂律不良・奇異行動持続しています。指示の入りにくさあり介入していますが、易怒性なく対応は穏やかです。

＜馬渡Dr診察＞
・寺井　恵利子様～幻聴は依然残存しているが、病棟では左右された言動無し。食事も問題なく摂取し、入院前より状態良いとの事。インヴェガ錠(3) →シクレスト舌下錠(5)へ変更となり7日分処方、他臨時処方同内容で7日分処方となる。シクレスト舌下錠服薬時、飲み方遵守するよう指示受けている。
＜皮膚科診察＞
・小笠原　文人様～右足底部鶏眼にて9/5月曜スピール膏貼布していますが、自身で入浴時に剥がしており、本日処置施行できず。様子観察となっています。他処置は継続です。
他、同処置継続です。
